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" 
供試台木 :  フジザクラИちフジザクラ(口)フ ジ

1  は じ め に
ザクラレリ,フ ジザクラ(ヨ, シナミザクラ/アオバザクラ。

現在オウトゥの台木として使用されているものは,アオ   フジザクラ(イ I(口ヽレヽ ,l―)は農林水産省果樹試験場で
バザクラ,マザートなどで,いずれの台木を使用したもの  採取し,選抜,分類したものである。
でも樹が大きくなる。現在の労力事情からも樹を小型化し    " 供試は場と栽植方法
て,省力をはかる必要がある。降雨による裂果を防ぐため   昭和51年に果樹試で接木したものを,52年春に,場内は
施設化を進めているが,この点からも樹を小型化する必要  場に 45″ ×30"の栽植距離で定植。
がある。                         9)昭 和53年定植のもの

本試験では,サクラ類及びオウトウの実生などを台木に    1)供 試品種 : 佐藤錦
供試し,樹体に及ぼす影響を検討したので報告する。      " 供試台木 : タイザンフクン,チ シマ7,チ シマ
本研究の実施に当たり,材料の提供並びに御助言,御指  36,フ ジカスミ, ミドリザクラ,カ ラミザクラ,マ メザク
導をいただいた農林水産省果樹試験場栽培研究室長,山崎  ラ,ナ ポレオン実生 (九戸),中国オウトウ (興津 1号 ),
利彦氏,教務指導官 (前栽培第二研究室),鈴木勝征氏に  山大ml,ァ ーリーリッチモンド実生,イ ングリッシュモ
対し,深甚なる謝意を表するものである。         レロ実生,チ ヨウジザクラ,アオバザクラ (対照)。

" 
供試ほ場と栽植方法: 昭和52年定植と同じ。2 試 験 方 法
3試 験 結 果(1)昭和52年定植のもの

1)供試品種 : ナポレオン,佐藤錦          (1)昭 和52年定植のもの (表 1)

表 1 樹の生育,花芽の着生及び収量

注
]:書尾:繁奎千島乳撃編走菅免翠署 。:生存花芽率召嚇5鐘織霧群×m0
0:樹の大きさ:(樹高+樹幅)■ 2
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樹高,樹幅から樹の大きさをみると,ナポレオンを接い

だフジザクラ(口で大きく,前年と同じ傾向を示した。
前年,中間的な生育を示した内は,(イ )(口 )と 同程度の大
きさであった。

佐藤錦を接いだフジザクラ(イ)日は,同程度の大きさで,
ナボレオンを接いだものに比べて,樹は大きく,前年とは

ぼ同じ傾向を示した。

花東状短果枝の着生は,樹勢の強いナポレオン/フ ジザ

クラ(口で少なく,樹勢の落着いた,(→で多く,(イ )レ Vよそ

の中間であった。

この傾向は,佐藤錦/フ ジザクラ(イ )1ヨの間でも同じ傾

向を示した。前年から着生量の少なかったシナミザクラを

中間台としたナポレオンでは,枝枯れ症のため極端に少な

かった。

収穫果数は,樹の大きさが小さいもので多く,樹の大き

いもので少ない傾向であり これは,ナ ポレオン,佐藤錦
ともに同じであった。

表 2 樹の生育,花芽の着生及び収量
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タ イ ザ ン フ ク ン 5 19 2 2 79 353 530 2 47 26 571 52 184 4
チ シ 7 5 45 3 473 266 8 63 187 6

チ シ 3 50 0 20 7 480 3557 4717
フ ジ カ ス 5 464 4858
ミ ド リ ザ ク ラ 5 157 469 4 13 623 3 33 65 907 8
カ ラ ミ ザ ク ラ 5 53 8 177 515 3 72 4 19 4186 51 32 248 4

メ ザ ク フ 2 403 299 1,1005 53 34 55 489 5

ナポレオン実生 (九戸 ) 5 5 20 444 542 2 37 65 297 6

オウトウ (興津 1号) 5 51 5 4 97 3 63 4 30 6188 31 1566

雨 1 5 308 3 68 150 2 62 13 227

アーリーリッチモンド実生 5 40 0 177 3 94 634 4 47 38 62 5794

イングリッシュモレロ実生 3 43 9 23 5 461 3 50 4157 47 41 65 6120

チ ョ ウ ジ ザ ク ラ 2 4125 59 43 1

アオパザ ク ラ (対照 ) 4 36 4 178 5210 39 66 480 8
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② 昭和53年定植のもの (表 2)
樹の大きさで,対照のアオバザクラより小さいのは,チ
ョウジザクラ,山大mlで ミドリザクラ,ア ーリーリッチ
モンド実生,中国オウトウ (興津 1つ ,などがあり,な
かでもマメザクラ, ミドリザクラがとくに多かった。

その他は,いずれも対象区よりも少なかった。枯死花芽

率は,樹の小さいものが高い傾向にあり,山大NQ lでは極
端に高かった。

収穫果数も樹によるふれはあるが,対照のアオバザクラ
に比べて少ないものは, タイザンフクン,チ シマ 7,フ ジ
カスミ,カ ラミザクラ,中国オウトウ (興津 1号),山大
No l,チ ョウジザクラなどであり,こ れらの品種を台木と

したものは,いずれも樹が小さく,花東状短果枝の着生量
の少ないものと一致し,山大mlでは極端に少なかった。
ミドリザクラ, イングリッシュモレロ実生で多かった。

しかし,樹が大きくなるものでも,ナ ポレオン実生 (九
戸)では収穫果量が少なかった。これは,樹勢が旺盛なた

めに,花芽形成が劣ったためと考えられる。

4  ま  と  め

結果期初期までに,フ ジザクラ(イ )(口)レ→,llを供試
した台木のナポレオン,佐藤錦では,わい化効果の期待で

きるものはなかった。

また,各種サクラ類を台木に供試した佐藤錦で,生育量
力・/1ヽさくなるものとしては,タ イザンフクン,マメザクラ,

山人Nl1 1,チ ョウジザクラなどがある。

しかし,花東状短果枝の着生が悪いことや,生存花芽率

が低いなどの問題もあるので,今後,適正な栽培管理によ

る生産力の検定が必要である。
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